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こけらおとしおお    か    ぶ     き 

平成２０年 

　平成20年は、豊岡市歌の制定をはじめ、新庁舎建設基本構想の策定や出石永楽
館の復原など、未来につながるさまざまな事業を進めました。これら多くの事業・出来
事の中から市政10大ニュースを選びました。 

《問合せ》秘書広報課広報広聴係�23‐1111

●豊岡市生きもの共生の日「５月２０日」の 
　制定､巣立ち記念イベントの開催 
　　　　　　　　　 (３月２６日､７月３１日)

　国内の自然界で４３年ぶりにコウノトリのヒナが誕
生（平成１９年）した5月20日を、3月に「生きもの共
生の日」（市の記念日）と定めました。また、４６年ぶ
りにヒナが巣立った同年7月31日を記念して、イベン
トを開催しました。 

●豊岡市歌の制定（３月２９日） 

　市民がふるさとに誇りと愛着を持ち、一体感を育
てるとともに、豊かな自然や歴史、文化に恵まれた
豊岡市のイメージをアピールするため、制定しました。
永く愛唱いただけるよう、普及していきます。 

●広域ごみ・汚泥処理施設の候補地が竹 
　野町森本区・坊岡区に決定し、同区と 
　基本協定を締結（４月２３日、１２月２日） 
　北但行政事務組合（北但１市２町で構成）で、広
域ごみ・汚泥処理施設の建設候補地が竹野町森
本区・坊岡区に決定し、三者で施設整備に当たっ
ての基本協定を締結しました。これにより、事業が
大きく前進しました。 

●市全域が防災行政無線エリアに（竹野・ 
　但東地域で開局）（７月１日） 
　４月に竹野地域、７月に但東地域で防災行政無
線を開局しました。この開局により、市全域で防災
行政無線の整備が完了し、新たな防災・減災体制
がスタートしました。 

●出石永楽館を復原し、柿落大歌舞伎や 
　全国芝居小屋会議を開催 
　  （７月２３日、８月１日～５日、１０月１８日） 
　近畿に現存する最古（明治３４年築）の芝居小
屋「出石永楽館」を、昭和３９年の閉館から４４年ぶ
りに復原しました。柿落大歌舞伎や全国芝居小屋
会議などを開催し、かつてのにぎわいがよみがえり
ました。 

●木屋町小路､たんたん温泉福寿の湯が 
　相次ぎオープン(７月２６日､２８日)

　市の観光と地場産業を振興するため整備した「木
屋町小路」が、城崎温泉街の中央に位置する四
所神社前の広場にオープンしました。また、「たんた
ん温泉福寿の湯」が、但東町坂野にオープンし、但
東北部地域の交流・情報発信拠点として、地域の
活性化に貢献します。 

●平成２１年４月からの都市計画税廃止、 
　固定資産税などの超過課税導入を決定 
　　　　　　　　　　　　　（９月２９日） 
　税の公平性を確保するため、豊岡地域のみに課
している都市計画税のあり方を見直し、平成２１年
４月から都市計画税を廃止し、その代替財源確保
のため、固定資産税・市民税の超過課税の導入を
決定しました。 

●市営バス「イナカー」の運行開始 
　　　　　　　　　　　　　（１０月１日） 

　民間の路線バスの一部休止に伴い、地域住民
の生活に必要な旅客輸送サービスを確保するため、
市が事業主体となり運行を開始しました。今後も利
用推進を図っていきます。 

●山陰海岸ジオパークが日本ジオパーク 
　に認定（１２月８日） 

　山陰海岸国立公園（竹野海岸、日和山、玄武洞
公園など）や神鍋高原などを含むエリアの「山陰海
岸ジオパーク」が日本ジオパークに認定されました。
今後も、兵庫県・京都府・鳥取県の民間団体や行
政機関と連携し、世界ジオパークネットワークへの
登録を目指します。 

●新庁舎建設基本構想の策定（１２月２４日） 

　新庁舎建設位置は現在地とし、理想の庁舎像、
庁舎の規模・機能などを定めた「新庁舎建設基本
構想」を策定しました。 

（日付順） 
こう  じ  
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　豊岡市は、面積の約
８割が森林です。この
豊かな森林を守るた
め、時には森林の手入
れとして木の伐採を行
うことが必要となります。
　この場合には、所有者や伐採者は、事前
に森林法に基づく伐採届を市へ提出する
ことが義務付けられています。
　これは、森林を適正に管理するための情
報として、どこでどのような伐採が行われ
ているかを確認する必要があるためです
（市長などが認定した施業計画に基づい
て間伐などをする場合は事後の届け出と
なります）。
　詳細は、問い合わせください。
《問合せ》農林水産課林務・水産係
　　　　　�２３－１１２７

　住民登録は、氏名、生年月日、
性別、住所、世帯主との続柄など
が登録され、国民健康保険、国民
年金、児童手当など各種行政サー
ビスの基礎となっています。
　行政サービスを確実に受けられるようにする
ため、引っ越しなどにより住所を移した方は、
速やかに住民登録の届け出を行ってください。
　また、現住所で住民登録をしていない方や登
録が抹消されたままの方は、正しい住民登録が
必要となります。
　配偶者からの家庭内暴力などを受けている方
は、申し出によって、新たな住所地でも住民基
本台帳の閲覧などを制限できます。
　詳細は、問い合わせください。
《問合せ》市民課市民係�２１－９０１５または各総

合支所市民生活課

伐採届をお忘れなく 住民登録は　　　　　　　　　
　　正しく行われていますか？


